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彗す

い
せ
い星
大
接
近
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一
葉
の
世
界
を
渉
猟
、
女
性
像
描
き
切
る

北
中
同
人
誌
を
原
点
に 

│
│
│
│
│
│
│
│
│  　

  　

   

作
家
・
編
集
者　
　

和わ
　
だ田　

芳よ
し
え恵

（
１
９
０
６
〜
１
９
７
７
・
大
正
14
年
北
中
卒
）

　

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
五
月
。
ハ
レ
ー
彗
星
が
地
球
に
大
接
近
し
て
い
た
。
噴
火
湾
に
面
し
た
小
さ
な
村
か
ら

は
、
駒
ヶ
岳
目
が
け
て
真
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
て
く
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。

　

四
歳
の
幼
な
子
の
目
に
は
、
異
様
な
光
と
と
も
に
、
母
の
不
安
気
な
表
情
が
焼
き
付
け
ら
れ
た
。
実
際
、
母
子
に
と
っ

て
、
赤
い
ほ
う
き
星
は
や
が
て
来
る
不
幸
の
前
触
れ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　

後
に
日
本
文
学
大
賞
を
受
け
た
和
田
芳
恵
の
「
暗
い
流
れ
」（
一
九
七
八
年
、
新
潮
社
）
は
、
重
く
、
暗
い
記
憶
の
底

か
ら
人
間
の
本
質
と
し
て
の
性
を
見
据
え
た
自
伝
的
小
説
。
タ
イ
ト
ル
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
黒
い
川
」
を
意
味
す
る
国
縫

川
に
由
来
し
、
ハ
レ
ー
彗
星
と
の
出
会
い
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。

　

■
苦
学
生
支
え
た
級
友
と
恩
師
／
国
縫
の
生
家
破
産
、
試
練
の
16
歳

　

和
田
は
、
長
万
部
町
国
縫
の
荒
物
雑
貨
店
の
四
男
に
生
ま
れ
た
。
弟
と
と
も
に
新
聞
配
達
を
し
て
家
計
を
支
え
た
が
、

函
館
商
船
学
校
に
入
学
し
た
年
に
生
家
が
破
産
。
一
家
は
村
を
捨
て
、士
別
そ
し
て
札
幌
へ
と
移
り
住
ん
だ
。
間
も
な
く
、

父
が
脳
血
栓
で
倒
れ
、
闇
は
深
ま
る
ば
か
り
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
商
船
学
校
を
中
退
し
、
北
海
中
学
に
編
入
学
し
た
も
の
の
、
幼
い
弟
や
妹
を
養
う
た
め

の
内
職
に
追
わ
れ
た
。
や
む
な
く
、
郷
里
の
国
縫
小
学
校

で
代
用
教
員
を
務
め
、
月
三
十
三
円
の
俸
給
の
う
ち
三
十

円
を
家
族
に
仕
送
り
し
た
。
も
う
、
学
校
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。

　

十
六
歳
の
少
年
に
は
過
酷
な
試
練
だ
っ
た
が
、
や
が
て

和
田
は
、
自
分
が
決
し
て
孤
立
無
援
で
な
い
こ
と
を
知
っ

た
。

　

代
用
教
員
勤
め
は
約
八
か
月
に
及
ん
だ
が
、
北
海
中
学

の
担
任
や
級
友
が
通
信
授
業
を
買
っ
て
出
た
。
何
よ
り
、

学
校
側
が
学
年
末
試
験
に
受
か
れ
ば
四
年
に
進
級
す
る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
教
頭
が
育
英
資

金
を
出
し
て
く
れ
る
資
産
家
を
捜
し
出
し
て
く
れ
た
の
だ
。

　

当
時
の
思
い
を
和
田
は
、「
暗
い
流
れ
」
の
中
で
こ
う
書
き
残
し
て
い
る
。

　
「
私
は
思
わ
ぬ
こ
と
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
戸
惑
を
感
じ
た
。
あ
ま
り
に
も
、

北
海
中
学
が
、
貧
し
い
生
徒
に
親
切
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
た
」

　

実
は
、
彼
に
と
っ
て
意
外
な
展
開
と
見
え
た
そ
の
背
景
に
は
、
北
海
中
学
の
教
育
思
想
が
あ
っ
た
。
小
説
に
も
実
名
で

登
場
す
る
校
長
の
戸
津
高
知
は
、
障
害
者
や
教
育
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
青
年
、
官
立
中
学
か
ら
の
「
落
伍
者
」

ら
に
、
積
極
的
に
門
戸
を
開
い
た
。

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
和
田
は
「
戸
津
校
長
や
多
く
の
人
た
ち
の
好
意
に
答
え
る
た
め
に
、
学
年
末
の
試
験
に
備
え
る
」

（撮影：中島八重子氏）



45

の
だ
っ
た
。

　

文
芸
と
の
出
会
い
も
北
中
時
代
だ
っ
た
。
四
年
生
の
と
き
に
、
級
友
と
と
も

に
ガ
リ
版
刷
り
の
雑
誌
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」
を
創
刊
し
た
。
恐
ら
く
は
、
こ
の
体

験
が
編
集
者
と
し
て
の
和
田
芳
恵
の
原
点
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
中
央
大
学

法
学
部
に
在
学
中
に
は
同
人
誌
「
新
古
典
派
」
を
発
行
し
、
新
潮
社
時
代
に
は

「
日
本
文
学
大
辞
典
」
の
編
集
な
ど
に
関
わ
っ
た
。

　

■
学
窓
で
「
た
け
く
ら
べ
」
耽
読
／
戦
後
の
文
芸
復
興
に
挫
折

　

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
創
刊
の
「
日
本
小
説
」
に
は
、
戦
後
の
文
芸

復
興
に
寄
せ
る
和
田
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
。

　

所
々
に
穴
の
開
い
た
仙
花
紙
を
使
っ
た
薄
っ
ぺ
ら
な
雑
誌
だ
が
、
そ
こ
に
は

高
見
順
、
丹
羽
文
雄
、
太
宰
治
、
林
芙
美
子
ら
の
作
品
が
並
ん
だ
。

　

編
集
後
記
の
中
で
和
田
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

り
立
て
を
逃
れ
て
の
長
い
潜
行
生
活
に
入
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

　

不
遇
は
ハ
レ
ー
彗
星
の
よ
う
に
繰
り
返
し
訪
れ
た
が
、
光
明
も
ま
た
そ
の
不
遇
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
。

　

筑
摩
書
房
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
樋
口
一
葉
全
集
の
編
纂
の
仕
事
が
、モ
グ
ラ
生
活
の
和
田
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
彼
は
、

一
葉
が
二
十
四
歳
で
夭
逝
す
る
ま
で
に
書
き
つ
づ
っ
た
日
記
を
考
証
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
樋
口
一
葉
と
い
う
作
家
像
と

樋
口
夏
子
と
い
う
女
性
像
と
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
だ
。

　

当
時
の
様
子
を
静
子
夫
人
は
「
寝
て
も
覚
め
て
も
一
葉
、
一
葉
と
い
っ
た
感
じ
の
日
々
で
し
た
」（
著
書
「
命
の
残
り
」

か
ら
）
と
振
り
返
る
。
そ
し
て
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
刊
行
の
「
一
葉
の
日
記
」（
筑
摩
書
房
）
は
、
日
本
芸
術

院
賞
に
輝
い
た
。

　

そ
も
そ
も
、
和
田
と
一
葉
の
出
会
い
は
、
兄
・
敏
恵
が
持
っ
て
い
た
薄
汚
れ
た
一
冊
「
た
け
く
ら
べ
」
に
始
ま
る
。
北

海
中
学
二
年
の
と
き
だ
っ
た
。

　

■
名
作
生
ん
だ
故
郷
へ
の
慕
情
／
58
歳
「
塵
の
中
」
で
直
木
賞

　

日
本
小
説
時
代
か
ら
和
田
と
親
交
の
深
い
作
家
・
吉
田
時
善
は
、
こ
う
評
し
た
。

　
「
樋
口
一
葉
と
い
う
女
に
注
が
れ
る
和
田
の
目
に
は
、
ほ
と
ん
ど
、
視
姦
に
近
い
光
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
マ
ニ
ア
ッ

ク
的
な
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
和
田
は
、
か
細
い
体
で
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
追
い
つ
め
ら
れ
な
が
ら
、
原
稿
用
紙

七
百
枚
に
も
お
よ
ぶ
『
一
葉
の
日
記
』
を
書
き
お
ろ
す
力
を
維
持
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」（
新
潮
社
「
こ
お
ろ
ぎ
の
神
話
」）

　

こ
の
後
、
和
田
は
一
葉
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
る
と
と
も
に
、「
塵
の
中
」（
一
九
六
四
年
直
木
賞
）

「
接
ぎ
木
の
台
」（
一
九
七
五
年
読
売
文
学
賞
）
な
ど
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
。「
暗
い
流
れ
」
に
続
き
「
雪
女
」（
川

　
「
総
て
の
面
で
日
本
は
絶
望
的
で
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
私
達
は
日
本
人
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
の
だ
。
こ
の
苦
痛

と
困
難
を
日
本
民
族
が
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
略
）
現
在
の
小
説
を
も
っ
て
満
足
す
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か

し
ど
ん
な
事
で
も
最
後
ま
で
や
っ
て
見
て
か
ら
の
事
だ
と
思
う
」

　
「
日
本
小
説
」
は
、
戦
後
の
文
壇
史
で
中
間
小
説
誌
の
は
し
り
と
位
置
付
け
ら
れ
、
文
化
に
飢
え
切
っ
た
人
々
が
、
飛

び
つ
く
よ
う
に
買
い
求
め
た
。
し
か
し
、
経
営
的
に
は
苦
し
く
、
二
年
後
に
は
膨
大
な
負
債
を
抱
え
て
倒
産
、
和
田
は
取

北海道開拓の村に復元保存されている北海中学校の校舎
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端
康
成
文
学
賞
）
を
発
表
し
た
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
没
。

　

東
京
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
和
田
は
生
前
、
故
郷
に
向
け
て
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
上
に
次
の
よ
う
な
一
文
を
残
し
て
い
る
。

　
「
私
の
考
え
る
ふ
る
さ
と
は
遠
望
的
で
あ
り
、
ま
た
少
年
時
代
に
親
し
ん
だ
文
学
書
を
通
し
て
屈
折
さ
れ
、
ゆ
が
み
な

が
ら
、
巨
視
的
な
慕
情
を
抱
か
せ
ま
す
」

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

　

旧
制
・
北
海
中
学
に
は
、
和
田
芳
恵
の
よ
う
な
「
日
陰
者
」
や
「
敗
残
者
」「
落
伍
者
」
が
数
多
く
集
ま
っ
て
き
た
。

世
間
か
ら
は
「
塵
捨
て
場
」
と
陰
口
を
た
た
か
れ
た
。
し
か
し
、
教
師
た
ち
は
彼
ら
を
、
荒
れ
地
に
も
根
を
下
ろ
す
「
タ

ン
ポ
ポ
」
と
呼
ん
だ
。
や
が
て
、
小
さ
な
種
が
風
に
乗
っ
て
ど
こ
ま
で
も
飛
ん
で
行
き
、
太
陽
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
に

花
開
か
せ
る
こ
と
を
信
じ
た
│
│
。


